参考様式
　　在留資格変更許可申請用（「留学」から「技術・人文知識・国際業務」又は「研究」への変更）

　
提 出 書 類 省 略 に 関 す る 説 明 書

　　　　　　　　　　　　　 は、「留学」の在留資格で在留する者であり、
「技術・人文知識・国際業務」・「研究」（いずれかを選択）への在留資格変更許可申請において、下記に該当するため、提出書類の省略を希望します。
　なお、就労を予定している所属機関との雇用契約は直接雇用であり、派遣形態の雇用ではあり　ません。
記

□　①本邦の大学卒業（予定）者（大学院及び短期大学卒業者を含む）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業　／　　　年　　月卒業予定


□　②海外の優秀大学卒業者
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業　
　（注）以下の世界大学ランキングのうち、２つ以上に該当する場合が対象
　　　□　ＱＳ・ワールド・ユニバーシティ・ランキングス　３００位以内
□　ＴＨＥ・ワールド・ユニバーシティ・ランキングス　３００位以内
□　アカデミック・ランキング・オブ・ワールド・ユニバーシティズ　３００位以内

　　
□　③申請人が希望する就労資格への在留資格変更許可を受けた者を現に受け入れている所属機関での就労
　（注）申請人が希望する在留資格を有する外国人（「留学」の在留資格から変更許可を受けた者に限る。）が当該所属機関に現に雇用されており、同外国人が当該所属機関において雇用中に少なくとも１度の在留期間更新許可を受けている場合が対象。
　（注）現に受け入れている者（複数いる場合は任意の１名）の在留資格等は次のとおり。
在留資格（いずれかを選択）　「技術・人文知識・国際業務」・「研究」
在留カード番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
直近の在留期間更新許可年月日　　　　　　　年　　　　月　　　　日


上記に事実ではない内容が含まれている場合、虚偽の申請と判断される可能性があることを理解した上で本説明書を作成しました。


　　　　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者の署名　　　　　　　　　　　　　　　　
※　作成者は、申請人（法定代理人）又は所属機関の職員に限る。
